
子どもの話に共感してあげま
しょう。「この人は分かってくれ
る」と子どもが感じられるようになる
と、子どもの心をスッキリさせるし、
ビックリするぐらい素直になって、
前向きに考えられる「幸せ体
質」にもなる。

「共感力」を高めよう
子どもを良くしたいと思うあま
り、苦手なところに目を向けすぎる
傾向に。叱りから入ると、「できな
いと、怒られる」と思うようにな
り、消極的になる。

「すぐに叱ること」をやめてみる

子どもと一緒に作った思い出の行事食が今…
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　子どもが小さいときから、その季節の旬のもので料理をしたり、行事食、例えば、お月見の
季節にはお団子などを作ったりして、家族で食べることにしていました。基本的に、簡単にで
きるメニューで、私の楽しみ程度と考えていたので、子どもが大きくなるまでと思って無理な
く取り組んでいました。
　その子どもが大人になり、今はもう子をもつ親に
なりました。ふと気づいたことですが、その子が今
度は、親として、子どものために行事食をつくろう
としていたのです。そのとき、自分のしていたこと
が子どもの心に残っていて、子どもの子どもにまで
つながっていったことに、途中でやめないで続けて
よかったなと思い、嬉しくなりました。

※作成会議に参加した感想、または、
　子育てについて感じていること

作成委員（家庭教育サポーター）の紹介

食育・

ミニコラム

さっちゃん（60歳代）
　子育て中は楽しいことも大変
なこともあります。子育てに悩ん
だら一人で抱えこまず、ぜひまわ
りの人に話をしてください。親が
笑顔でいると子どもの心も安定
するものです。「地域の宝」を一緒
に育てていきましょう。

子育てで大切なのは、
「今を幸せに、そして毎日を明るくハッピー
に生きること。そして、その一瞬
一瞬を、かけがえのない子どもと
大切に過ごすこと。」なんですよ。

困難な状況などに直面したとき、竹の
ようなしなやかな心で、一時的に落ち
込んだとしても回復できる力

学習
可能

子どものころに
身につけると、
将来にわたり有効

自己肯定感
自分は大丈夫だという気持ち

自己効力感
やればできるという自信

落ち込みから這い上がる
力を、子どもに身につけ
させるために必要なもの

親子スペシャル
『 叱らなくても子どもは伸びる
　 ～目からウロコの子育てと家庭教育～ 』

相談してきたら、「一人で考えなさい」
ではなく、「どうしたらいいか一緒に考
えよう」の姿勢を。相談相手になる
ことは、決して自立の妨げには

なりません。

「自立」とは、
「自分がやりたいことを、　　

自分で見つけて、
　　どんどんやっていける力」

子どもに良いイメージをもた
せよう。
いいところをたくさん見つけ、子
どもに伝える。子どもは毎日が
楽しくなり、親に感謝する

ようにもなる。

しつけたいことは、とりあえず
「ほめる」

子どものたくましさを育む人材かがやきセンター主催講座の紹介（概要版）

レジリエンス　『失敗からの回復力　～折れない心のつくり方～』

レジリエンス生活の中で　 　　　　　　　　を高めるために（一例）
●小さいころから努力を重ね、達成経験をもつ。

●「失敗＝終わり」ではなく、失敗を教訓化する。
　つまり、“失敗から学び、次に生かす”。

●お手本となる人、頼れる人、自分を支持してくれる
人がそばにいること。（親の出番です。）

●「励ます（認める）」言葉がけをする。
　以前に比べ、できるようになったことを伝える。

●心を鎮める（リラックスする）方法を見つける。
　心が安定すると、前向きになりやすい。

レジリエンスとは
… 人間関係に悩む大人にも有効

（企業も注目しています）

それは…

教育評論家親野智可等さんの講話より一部抜粋
おや の ち か ら

のんちゃん（40歳代）
　情報誌作成会議はとても楽し
く参加できました。食を通して
子どもたちへのいろいろな母の
思いを、先輩方から話を聞かせ
てもらい、今後の子育てに役立
てていきたいと思いました。

そらさん（50歳代）
　親は自分を信じて笑
顔で子どもを待てば、
子どもは自分で切り開
いていけるのだと実感
しています。親と子が

ともに成長していく物語は人の数だけあるので
す。子育てに失敗はありません。経験が大切かな
と思います。

かなちゃん（40歳代）
　子どもが大きくなるほどに、
子どももやらなくてはいけない
ことが増えます。「今日も一
日、楽しかったなあ」「（今日
のごはん）おいしかったな
あ」って過ごしてくれたらいい
なと思っています。
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